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地櫛の安全守ります

遠賀郡消防合同出初式

番を飾る遠賀郡消防合同出初式が1月12日に芦屋町総合運動公園グラウンドで行なわれました。遠賀郡4町の消防

団と遠賀郡消防本部、航空自衛隊芦屋韮地の皆さんが参加し、小隊訓練やポンプ車操法などを披露しました。いち早く現場

に駆けつけ消火活動を行なったり、災害に立ちi的かう頼もしい存在です。今年もよろしくお願いします。

なお、式では表彬も行なわれ、速誕町からは以下の人たちが表彰を受けました。

E部親潮猛摘腸液鄭翌閏澱羅竃藷軍靴調翻調回国i 

福岡県知事感謝状 

永年勤続（20年）　池田　光一 

福岡県消防協会長表彰　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ど） 

永年勤続 �� 

20年　池田　光一 

嵩託蒜諜撃、秦　健二　　　　　　　率 
優良団員村田重成、馬郡孝典、井口正彦、二宮譲　　　　　　∴／iii、証 ��蟻　　　／i」＿－＿ 

金馬簾表彰　遠賀町消防閏　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年 �� 

福岡県民火災共済組合理事長表彰 分団表彰第三分団 �一一一　1－ 

個人表彰　折尾　常萬 

遠賀支部長表彰木村　晃、高山　呂文 

団長表彰　渡遽　雄踏、樋口　歳成、高山　勇、　　　　　　　　　　　　＿一二、 

入江　真二、牛革　英雄、束房三高彦 

ありがとうございます

翻意尊王急襲捜義塾揚薗鮭蓮1．閥融蟻患 
社会などの分野で町政の進行に寄与した人に贈られます。 � 

。また、これからもご協力をお願いします。 

緑ヶ丘区公民館長　吉田　　喬　（敬称略） 

（∽2

この表彰は、遠賀町の政治、経済、文化、

くさんのお力添えありがとうございました

中央区公民館長　大城　正道
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●と　き　2月17日（月）
～3月17日（月）

午前9時～11時30分

午後1時～4時

●ところ　役場2階　大会議室

※車で来る人は、庁舎北側（図書館南側）

の駐車場に停めてください。

所得税，町県民税の申告日程

2月
17日（月）田園北、旧停

18日（火）田園南、若葉台

19日（水）別府（姓がア行からナ行の人）

20日（木）別府（姓がハ行以降の人）、芙蓉

21日（金）若松、老良

24日（月）尾崎、千代丸

25日（火）松ノ本（姓がア行からナ行の人）

26日（水）松ノ本（姓がハ行以降の人）、虫生津

27日（木）浅木

28日（金）指定日に都合が悪い人

（譲渡、収支等は除く）

3月
3日（月）広渡　　　　　　収支・主1、譲渡凄2

4日（火）島津、今古賀　　収支、譲渡

5日（水）鬼津　　　　　　収支、農業収支濡3

6日（木）木守　　　　　　収支

7日（金）上別府

10日（月）遠賀III

l1日（火）緑ヶ丘、道官

12日（水）新町

13日（木〉東和苑

14日（金）中央

17日（月）指定日に来れなかった人

（譲渡、収支等は除く）

注1　収支・・営業や不動産所得などの収支申告者
注2　譲渡　土地・建物などの譲渡所得のある人
海3　競業収支…農業所得での収支申告書
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遠
賀
町
で
は
、
次
の
日
程
で
町
県
民
税
（
国
民
健
康
保
険
税
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と

所
得
税
の
確
定
申
告
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け
ま
す
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す
る
人
は
も
れ
な
く
申
告
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い
。

間
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の
暮

◆
申
告
が
必
要
な
人

●
平
成
1
5
年
1
月
1
日
現
在
に
町
内
に

住
ん
で
い
て
、
次
の
い
ず
れ
か
の
人

①
個
人
で
事
業
を
営
ん
で
い
る
人

②
勤
務
先
で
町
県
民
税
を
給
与
か
ら
引

か
れ
て
い
な
い
人
　
（
ア
ル
バ
イ
ト
や

臨
時
雇
い
の
人
な
ど
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1
4
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中
に
退
職
し
た
人
で
、
再

就
職
し
て
い
な
い
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給
与
所
得
者
で
、
平
成
1
4
年
中
の
給

与
以
外
の
所
得
　
（
地
代
、
家
賃
、
配

当
な
ど
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2
0
万
円
以
下
の
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金
収
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あ
り
、
扶
糞
控
除
や
社

会
保
険
料
控
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な
ど
を
受
け
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成
1
4
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中
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収
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全
く
な
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場
合
や
、
税
金
の
対
象
と
な
ら
な
い

遺
族
年
金
や
障
害
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金
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け
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加
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申
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（
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付
申
告
）
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給
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所
得
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、
年
末
調
整
を
行
い
、

勤
務
先
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ら
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「
給
与
支
払
報

告
富
」
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●
平
成
1
4
年
分
の
収
入
が
公
的
年
金
だ

け
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、
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当
す
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金
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入
金
額
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2
8
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円
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下
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昭
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1
3
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1
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公
的
年
金
の
収
入
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月
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闇
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e
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得
、
壊
滅
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あ
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で
、
所
得
金
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合
計
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が
所
得
控

除
の
合
計
額
を
超
え
る
人

●
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
給
与
所
得
善

①
給
与
の
年
収
が
2
千
万
円
を
超
え
る
人

②
2
か
所
以
上
か
ら
給
与
の
支
払
い
を

受
け
て
い
る
人

③
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得

（
年
金
な
ど
）
　
が
2
0
万
円
を
超
え
る
人

◆
申
告
に
必
要
な
書
類

①
税
務
署
か
ら
申
込
書
が
送
ら
れ
て
き

た
人
は
、
申
告
書

②
平
成
1
4
年
中
の
収
入
・
所
得
の
わ
か

る
書
類
　
（
給
与
や
年
金
は
源
泉
徴
収

票
／
収
入
状
況
の
わ
か
る
給
与
支
払

明
細
書
、
帳
簿
な
ど
）

③
社
会
保
険
料
の
控
除
証
明
書

（
国
民
健
康
保
険
税
、
健
康
保
険
料
、

国
民
年
金
保
険
料
の
領
収
書
）

④
生
命
保
険
料
の
控
除
証
明
蕾

⑤
損
害
保
険
料
の
控
除
証
明
番

⑥
印
鑑
（
認
印
で
可
）

①
自
営
業
や
不
動
産
な
ど
で
収
支
申
告
を

す
る
人
、
軍
楽
を
興
し
て
初
め
て
申

告
す
る
人
は
3
月
3
日
（
月
）
か
ら
6

日
（
木
）
ま
で
に
来
て
く
だ
さ
い
。

②
按
演
所
得
が
あ
る
人
は
、
必
ず
3
月
3

日
（
月
）
ま
た
は
4
日
（
火
）
に
来

て
く
だ
さ
い
。

③
豊
栄
所
得
で
収
支
申
告
を
す
る
人
は
、

3
月
5
日
（
水
）
に
来
す
．
く
だ
さ
い
。

④
税
務
署
か
ら
日
時
の
指
定
を
さ
れ
て
い

る
人
は
そ
の
日
に
来
て
く
だ
さ
い
。

●
所
得
税
の
問
い
合
わ
せ

若
松
税
務
署
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3
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1
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2
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●
町
県
民
税
の
問
い
合
わ
せ

役
場
税
務
課

℡
（
2
9
3
）
1
2
3
4



7．期末・勤勉手当　　　（平成14年度）

＼ �遠　賀　町 ��国 期末手当 �勤勉手当 �期末手当 �勤勉手当 

6月間 �1．45月分 �0．60月分 �1．45月分 �0．60月分 

12周期 �1．55月分 �0．55月分 �1．55月分 �0．55月分 

3月期 �0．55月分 �－ �0．55月分 �－ 

計 �3．55月分 �1．15月分 �3．55月分 �1．15月分 

加篇指置 �有 ��有 

（注）平成14年度給与改定前の支給割合です。

8．退職手当　　　　　　（平成14年度）

－ �遠　賀　町 ��国 自己都合 �勧奨i定年 �自己都合 �勧奨・定年 

勤続20年 �21．0月分 �28．875月分 �21．0月分 �28．875月分 

勤続25年 �33．75月分 �44．55月分 �33．75月分 �44．55月分 

勤続35年 �47．5月分 �62．7月分 �47．5月分 �62．7月分 

最高臓廃線 �60．0月分 �62．7月分 �60．0月分 �62．7月分 

9．職員手当（普通会計13年度決算単位・千円）
へ、一一一＼ �総支鎗額 �内　　　　容 

扶義手当 �16，264 �配鮨16．000円、2人まで6，000円、その他，000円 

調整手当 �20，430 �4％ 

住居手当 �8，358 �持家4，900円　借家27，000円限度 

通勤手当 �8，411 �交通機関利用50，000円限度 

10．特別職の報酬など
（平成14年4月1日現在）

‾一一一一一一一一一一一－ ��諌酬等月額 �期　末　手　当 

給 料 �町　　　長 �798，000円 �6月期1．45月分 12月期1．55月分 3月期0．55月分 計3．55月分 ※20％の加算有 

助　　　役 �645，000円 

収　入　役 �607，000円 

報 酬 �議　　　長 �346，000円 副　議　長 �291，000円 

常任委員長 �281，000円 

議会運営委員長 �281，000円 

議　　　員 �272，000円 

11．部門別職員数と主な増減理由
（各年4月1日現在、単位．人）

－ ��職　員　数 ��対前年 増減致 �主な増減理由 13年 �14年 

－ �議　　会 �4 �4 � � 

般 行 政 部 門 �総務企画 �27 �28 �1 �総務課欠員補充 
税　　務 �10 �10 � � 

民　　生 �16 �16 � � 

衛　　生 �6 �6 � � 

農林水産 �8 �8 � � 

土　　木 �15 �15 � � 

小　　計 �86 �87 �1 � 

特別行 政部門 �教　　育 �23 �23 � � 

普通会計　計 ��109 �110 �1 � 

公 営 企 業 等 部 門 �国　　保 �2 �2 � � 
老　　保 �1 �1 � � 

介護保険 �3 �3 � � 

霊　　園 �0 �0 � � 

下水道 �6 �6 � � 

小　　計 �12 �12 � � 

合　　　計 ��121 �122 �1 � 

（注）職員数は、一般職に属する職員数であり、教育長、休職

者、派道職員、再任用職員（常勤）を含み、臨時又は非
常勤職員を除いています。

12．定員適正化計画の数値目標及び進捗状況
①定員適正化計画　進捗状況（実績）の概要

（各年4月1日現在、単位・人）

11年 �12年 �13年 �14年 �15年 �計 

目標 計画 �減　員　数 �2 �3 �1 �1 �2 �9 

提　員　数 �3 �8 �5 �2 �3 �21 

差引増減員数 �1 �5 �4 �1 �1 �12 

職　員　数 �116 �121 �125 �126 �127 �－ 

実　績 �増　減　数 �1 �2 �3 �1 � �－ 

職　員　数 �116 �118 �121 �122 � �－ 

（注）（1）計画期間は、平成11年～15年の5年間です。

（2〉　教育長及び派道・出向・休職職員を含み、臨時的
任用職員を除きます。

（9定員適正化の手法の概要
行政事務改善検討委員会において、機構定数及び事務事業の

見直しを行ない、職員の効率的配置により適正化に努める。

∽4



これが役場の緯料です
遠賀町役場職員の臨写などを公表します

遠賀町職員の給与については、町議会における給与条例と予算の審諭などを通じて

公にしておりますが、町民の皆さんのご理解をいただくため本年度の給与“定員管理

の状況を公表します。

●問い合わせ　総務課人事係

1．人件費決算額（普通会計）
（人口．人、金額　千円、率．％）

＼ �住民基本 �殿　田　額 �人　件　費 �人件真率 台帳人口 �A �B �B／A 

11年度 �19，695 �6，804．812 �1，063，396 �15．6 

12年度 �19，609 �7，686，259 �995，947 �13．0 

13年度 �19，608 �6，488，170 �上056，946 �16．3 

（注）〈1）住民基本台帳人口は、各年の3月末現在のものです。

〈2）人件剃こは特別職に支給される給料、報酬を含みます。

〈3）普通会計とは、全体から国保会計、老人保健会計、農薬

集落排水会計、公共下水遁会計、土地取得会計及び霊園

事業会計を除いた会計の合計を言います。

2．職員給与費（平成13年度一般会計当初予算金額千円）

（注）職員手当には、退職手当・児寛手当を含みません。
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6．一般行政職の級別職員数
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3．職員の平均給料月額と平均年齢
（平成14年4月1日現在）

＼ �一般行政職 ��技能労務鴫 平均給料 �平均年齢 �平均給料 �平均年齢 

遠賀町 �336，927円 �40．2歳 �310，080円 �39．1歳 

国 �332，052円 �40．4歳 �290，731円 �48．8歳 

（注）〈1）一般行政職とは、行政職のうち税務職と保健婦職の職員

を除いたものです。

〈2）平成14年地方公務員給与実態調査に基づくものです。

4．職員の初任給　（平成14年4月1日現在）
‾一一、－－、一一一一、－＿＿ ��遠　賀　町 �邸内平均 �国 

一般 行政職 �大学卒 �181，400円 �181，400円 �174，400円 

高校卒 �151，800円 �151．800円 �141，900円 

技能 労務職 �高校卒 �154，800円 �151．775円 �139，000円 

5．職員の経験年数別“学歴別平均給料月額
（平成14年4月1日現在）

＼ ��経験年数 
10年以上 �15年以上 �20年以上 

15年未満 �20年未満 �25年未満 

一般 行政職 �大学卒 �318，700円 �350，200円 �407，600円 

高校卒 �262，100円 �302，800円 �386，600円 

技∴能 労務職 �高校卒 �該当者無し � �335，700円 

〈注）（1）経験年数とは、卒業後直ちに採用された場合は採用後の年数です。

（2〉平成14年地方公務員給与実態調査（こ基づくものです。

（平成14年4月1日現在）
‾一一一一一一一一一一一一一一一一、 �1級 �2織 �3綴 �4線 �5織 �6綴 �7織 �8級 �計 

標　準　的　な �主事補 �主事 �主事 �主任 �主査 �企画主査 �課長補佐 �参事 �－ 

敢∴務　内　容 �技師補 �技師 �技師 ��係長 �係長 �主幹課長 �課長 

職員数（人） �0 �6 �23 �24 �7 �29 �1 �12 �102 

構成比（％） �0 �5．9 �22．5 �23．5 �6．9 �28．4 �1．0 �11．8 �100 

（注）標準的な職務内客とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。
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驚
。
催
腰
㊦
詰
興

よ
　
く
　
噛
　
ん
　
で
　
い
　
ま
　
す
　
か
　
？

食
べ
る
こ
と
は
一
日
の
中
で
も
大
き

な
楽
し
み
の
ひ
と
つ
で
す
が
、
忙
し
い

毎
日
の
中
で
つ
い
つ
い
よ
く
噛
ま
す
に

飲
み
込
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

よ
く
噛
む
と
い
う
こ
と
は
健
康
を
保

つ
う
え
で
、
様
々
な
効
果
が
あ
り
ま
す
。

〇
日
寵
、
－
口
に
つ
き
0
0
回

毎
食
は
無
理
で
も
、
一
日
一
回
は
ゆ

っ
く
り
時
間
を
か
け
て
食
事
す
る
よ
う

に
心
か
け
ま
し
ょ
う
。

e
よ
く
噛
む
こ
と
の
効
果

●
脳
の
活
性
化
、
痴
呆
予
防

よ
く
噛
み
、
舌
、
あ
ご
を
動
か
す
こ
と

で
大
脳
を
刺
激
す
る
の
で
、
「
よ
く
噛
む

人
は
ボ
ケ
な
い
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
表
情
が
若
々
し
く

口
の
ま
わ
り
の
筋
肉
を
よ
く
使
う
の

で
、
顔
の
た
る
み
が
減
り
、
表
情
が

若
々
し
く
な
り
ま
す
。

●
消
化
・
撤
収
を
助
け
る

よ
く
噛
む
ほ
ど
唾
液
が
た
く
さ
ん
田

宮
遭

る
の
で
、
胃
腸
へ
の
負
担
が
減
り
ま
す
。

●
ガ
ン
予
防

唾
液
に
は
発
ガ
ン
物
質
を
抑
え
る
効

果
が
あ
り
ま
す
。

●
ム
シ
歯
の
予
防

唾
液
は
口
内
を
洗
い
流
し
、
パ
イ
菌

の
繁
殖
を
防
ぎ
ま
す
。

●
肥
満
・
糖
尿
病
予
防

ゆ
っ
く
り
食
べ
る
と
、
満
腹
感
を
早

く
得
ら
れ
る
の
で
食
べ
過
ぎ
を
防
げ
ま

す
。
ま
た
、
血
糖
値
の
上
昇
を
ゆ
る
や

か
に
し
、
糖
尿
病
の
予
防
に
な
り
ま
す
。

○
噛
鷲
の
注
意

●
左
右
の
歯
を
バ
ラ
ン
ス
良
く

片
方
ば
か
り
で
噛
ん
で
い
る
と
、
背

骨
や
骨
盤
に
ゆ
が
み
が
生
じ
て
肩
こ
り

や
腰
桶
、
腺
病
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

●
奥
歯
で
し
っ
か
り
噛
み
し
め
る

痛
み
や
歯
が
欠
け
て
い
る
、
入
れ
歯

が
合
わ
な
い
な
ど
で
し
っ
か
り
と
噛
め

な
い
人
は
、
か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

食
べ
る
楽
し
み
を
い
つ
ま
で
も
味
わ

う
た
め
に
も
、
お
口
の
手
入
れ
を
怠
ら

ず
、
よ
く
噛
む
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
健
康
対
策
係

友
人
の
マ
リ
が
突
然
、
勤
め
て
い

た
学
校
を
辞
め
た
。
理
由
を
聞
い
て

私
は
目
を
丸
く
し
た
。

「
ル
ー
マ
ニ
ア
に
行
く
こ
と
に
し

た
の
よ
」・

「
な
ん
で
p
I
L

「
去
年
ル
ー
マ
ニ
ア
を
旅
し
た
で

し
ょ
う
。
あ
の
時
訪
問
し
た
小
学
校

の
生
徒
た
ち
の
き
ら
き
ら
し
た
目
を

見
て
、
こ
の
子
た
ち
に
日
本
語
を
教

え
て
み
た
い
と
思
っ
た
の
」

彼
女
は
日
本
語
教
師
の
資
格
を
持
っ

て
い
る
。
だ
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て

こ
ん
な
寒
い
時
期
、
言
葉
も
わ
か
ら

ず
、
一
人
の
知
り
合
い
も
い
な
い
と

こ
ろ
へ
…
。

お
ま
け
に
ル
ー
マ
ニ
ア
は
教
授
、

教
師
の
給
料
は
最
も
低
い
。

（
世
の
中
に
は
い
ろ
ん
な
人
が
い

る
も
ん
だ
）

時
を
同
じ
く
し
て
、
ル
ー
マ
ニ
ア

の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
来
日
し
た
。

一
部
と
二
部
の
間
の
休
憩
に
楽
屋

を
訪
問
し
て
み
る
と
、
楽
団
員
達
は

私
を
見
て
一
斉
に
目
を
丸
く
し
た
。

・
「
な
ん
で
引
」
　
（
こ
ん
な
と
こ

ろ
に
ル
ー
マ
ニ
ア
人
が
い
る
ん
だ
）

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
は
ラ
ジ
オ
局
の
人

も
同
行
し
て
い
た
の
で
、
早
速
ニ
ュ
ー

ス
と
し
て
流
す
と
騒
い
で
い
る
。
『
作

家
の
シ
リ
ウ
ス
、
ニ
ッ
ポ
ン
の
あ
る

小
さ
な
町
で
発
見
I
L
　
と
い
う
見
出

し
で
、
彼
ら
は
矢
継
ぎ
早
に
質
問
を

浴
び
せ
か
け
て
き
た
。

「
す
い
分
、
風
習
も
違
う
だ
ろ
う

に
…
」
　
「
よ
く
日
本
料
理
が
食
べ
ら

れ
る
な
ぁ
…
」
　
「
両
親
に
も
容
易
に

会
え
な
い
ん
だ
ろ
う
？
」

「
今
で
は
第
二
の
故
郷
だ
よ
。
風

習
も
食
べ
物
も
む
し
ろ
、
こ
こ
の
方

が
合
っ
て
る
か
も
し
れ
な
い
」

私
は
そ
う
答
え
た
。

二
部
の
ス
テ
ー
ジ
に
向
か
い
な
が

ら
、
彼
ら
は
こ
う
言
っ
た
。

「
世
の
中
に
は
い
ろ
ん
な
人
が
い

る
も
ん
だ
」
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●ホームページアドレス　http：／／www．iibrary．onga．fukuoka．jp 

回国回国回国回田圃
○春のお楽しみ企画O
「原　ゆたかのお絵かき教室」
●と　き　2月22日（土）

（D午前10時30分～11時30分

（②牛後1時30分～2時30分

●ところ　多目的室

●対　象　町内に住んでいる小学生

●定　貝　各回35人（光治順）

※整理券が必要です（整理券は図書館で配布しています）

映画上映会
●と　き　2月16日（日）

●ところ　多目的窒

●上映作品（前回好評につき再度上映します）

『千と千尋の神隠し』（アニメ）

◇上映時間　午前10時30分～12時30分

眠っていた「生きる力」が呼び醒まされてゆく。

『ハリーボックーと賢者の石』（日本語映替版）

◇上映時間　午後2時30分～5時

魔法のほうきに乗ってファンタジーの世界に飛び立とう。

絵本の読み聞かせ
●と　き　2月15日、3月1日、8日

（毎週土曜日）　午後2時30分～

●ところ　お話の部屋

僻 ウッディ君からの＼

図星館のホームページ内容を更新！

新しく、図書館の仕事の流れなどが分かるようになったよ。
一度アクセスしてみてネ。

7∽

回国回国圃
◆一般書

『冬のはなぴら』　伊集院　前著

互いに踏み出せない老年の恋を描

いた「春泥」など、6篤の作品集。

『プリズムの副　関口　尚書

インターネット上の日記を巧み

に駆使して綴った青春小説。

『年下の女友だち』　林　真理子著

恋に揺れ、結婚に悩む女たち。現

代の恋の悩みを描き切った短篇築。

『縁起のいい宕』　吉村　悶着

無理をせずに自然体で生きる、

心にしみるエッセイ集。

『五郎治殿御始末』　浅田　次郎善

明治維新の大失業にも、みずか

らの誇りを貫いた侍たちの物語。

『少年が救った提督の名書』
鴫につつ∴∴蛮こ

ピート・ネルソン著　羽生　真訳

マックベイ大佐の名誉回復を、

たった一人でなしとげた少年の大

奮闘記。

◆児童書

『セレスティーヌの

おいたち』

ガブリエル・バンサン作

もり　ひさし訳

自分が捨て子だったと真実を知っ

たセレスティーヌのおはなし。

『かえるよ！カイコ』

アトリエモレリ作・絵

久居　宣夫監修

身近なものを使った楽しいアイ

デア飼育法を紹介する新しいカイ

コの飼育書。

回
国
回
国
回
国

回
国
回
国
回
国

田
園
田
圃
回
田

田
口
回
国
回
国

●
と
き
　
3
月
2
日
（
日
）

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
対
象

次
の
す
べ
て
に
当
て
は
ま
る
人

①
昭
和
2
8
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人

②
自
家
用
車
　
（
二
輪
車
を
除
く
）
　
で

調
査
活
動
が
で
き
る
人

③
介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講

資
格
試
験
合
格
者
か
ま
た
は
保
健

師
・
看
護
師
・
准
看
護
師
・
介
護

福
祉
士
・
社
会
福
祉
士
の
い
ず
れ

か
の
資
格
が
あ
る
人

●
内
容

介
護
保
険
の
訪
問
調
査
員

●
人
数
　
若
干
名

●
採
用
期
間

平
成
1
5
年
4
月
1
日

～
平
成
1
6
年
3
月
3
1
日

（
更
新
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
）

●
報
酬
　
月
額
2
0
万
円
程
度

●
締
め
切
り
　
2
月
2
4
日
（
月
）

●
申
し
込
み
用
紙
配
布
場
所

役
場
福
祉
課
高
齢
者
係

℡
　
（
2
9
3
）
　
1
2
3
4

福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合
遠
賀
支
部

（
役
場
車
庫
棟
2
階
）

℡
　
（
2
9
1
）
　
5
2
6
6
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鰯鱈華媒膨
◇中央公民筋

表装
2月28日まで

◇ふれあいの里
彫刻（遠賀だるま）

0　2月28日まで　　○

遠賀町下水道排水毅鷹

指定工事店の登録を

受Iナ付Iナます

遠賀町の公共下水道の工事を

するためには登録が必要です。

●と　き

土日祝日を除く

午前8時30分～午後5時
〈正午から午後1時までは除く）

［登録申請書配布1

2月17日（月）～

［登録申請受付］

2月24日（月）～3月7日（金）

●ところ・問い合わせ

下水通謀

〔∽8

開詩聖信望彗巽会

緯流豊
国書画圏国
対

三水汚　胃

｝
ヽ
こ
．
り
し

あ
な
た
の
要
を
分
け
て
く
だ
さ
い

献
血
車
が
ま
い
り
ま
す

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
対
象
　
生
後
3
か
月
か
ら
は
か
月
ま

で
の
乳
児

●
内
容
　
体
重
、
身
長
計
測
、
保
健
師

に
よ
る
健
康
相
談
、
栄
糞
士
に
よ
る

離
乳
食
相
談
な
ど

●
持
っ
て
く
る
も
の

母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

●
賀
用
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
健
康
対
策
係

導
、
栄
糞
士
、
保
健
師
の
鯉
康
相
談

及
び
栄
餐
相
談

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手
帳
、

健
診
日
の
尿
を
1
0
同
程
度
、
お
子
さ

ん
が
家
庭
で
使
っ
て
い
る
歯
ブ
ラ
シ
、

健
康
診
査
票

●
費
用
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
健
康
対
策
係

ー

一

わ
ん
ぱ
く
教
室

（
一
丁
マ
＝
男
さ
ん
と
お
と
も
た
ち
⊥

●
と
き
　
2
月
1
7
日
　
（
月
）

午
前
1
0
時
～
日
時
0
0
分

受
付
］
午
前
9
時
5
0
分
～
同
時

●
と
こ
ろ

遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

●
対
象

町
内
に
住
ん
で
い
る
生
後
4
か
月
か

ら
就
学
前
ま
で
の
乳
幼
児
と
保
護
者

●
内
容
　
大
型
か
み
し
ぼ
い
　
（
に
じ
の

●
と
き
　
2
月
2
8
日
（
金
）

午
前
日
時
～
午
後
4
時

（
正
午
か
ら
午
後
1
時
ま
で
は
休
憩
）

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
役
場
玄
関
前

●
種
類
　
2
0
0
m
O
・
4
0
0
m
e

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
健
康
対
策
係

す
く
す
く
（
乳
児
）
相
談
、

●
と
き
　
2
月
1
8
日
（
火
）

［
受
付
］
午
前
9
時
0
0
分
～
1
0
時
0
0
分

3
歳
児
健
康
診
査

●
と
き
　
2
月
2
7
日
（
木
）

［
受
付
］

▽
前
半
　
午
後
1
時
～
1
時
1
0
分

▽
後
半
　
午
後
1
時
0
0
分
～
1
時
4
0
分

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
対
象
　
平
成
‖
年
日
月
1
日
か
ら
平
成

1
2
年
1
月
3
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児

※
対
象
者
に
は
個
人
通
知
し
ま
す

●
内
容
　
医
師
・
歯
科
医
師
に
よ
る
診
察

と
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
歯
み
が
き
指

エ
ン
ジ
ョ
イ
n
e
W
ス
ポ
ー
ツ
教
室

●
と
き
　
2
月
2
5
日
（
火
）

午
前
1
0
時
～
日
時
5
0
分

［
受
包
午
前
9
時
0
0
分
～
1
0
時

●
と
こ
ろ

遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
対
象
　
町
内
に
住
ん
で
い
る
人

●
内
容
　
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
運
動
で
き
る
服

装
と
靴
、
タ
オ
ル
、
水
間

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
健
康
対
策
係

悠
逝
ひ
る
は

（
連
動
教
室
）

●
と
き
　
2
月
1
9
日
　
（
水
）

午
前
1
0
時
～
日
時
0
0
分

受
付
］
午
前
9
時
0
0
分
～
1
0
時

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
武
道
場

（
遠
賀
町
中
火
公
民
館
横
）

●
内
容
　
行
動
体
力
を
維
持
　
改
善

バ
ラ
ン
ス
能
力
の
改
善

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
運
動
で
き
る
服

装
、
上
靴
、
タ
オ
ル
、
水
筒

●
費
用
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
健
康
対
策
係



平成1ち年4月から 
罫ミ⑥蝦銭国雄鄭荻腰骨 

平成15年4月2日（水）の可燃ゴミ収集から収集日が変わります。ご協力をお願いします。 

燃えるゴミ（可燃）　月“木曜日収集地区　→　毎週水・土曜日に変更 

火“金曜日収集地区　→　現行のまま 

その他のゴミも次のとおり変わります（北部・南部の境はJR鹿児島本線です） 

「∴∴ 関り雄二J i 　馴帽 �北部地区 � �南部地区 � 

島津、若松、鬼津、尾崎、 ��上別府、若葉台、木守、 

田園北、田園南、松ノ ��浅木、東和苑、老良、 

本、別府、千代丸（北部）、 ��虫生津、芙蓉、緑ヶ丘、 

今古賀、遠賀川、新町、 ��広瀬（南部）、千代丸 

旧偉、中央、広瀬（北 ��（南部） 
、‾＿＿＿＿二二二＿＿＿＿＿jL二二J （現行） �部）、道官 

燃えないゴミ（不燃）第4土曜日 �第4木曜日に変更 � �第4月曜日に変更 

ピン〃カン類（資源）第2・4水曜日 �第2“4月曜日に変更 � �第2・4木曜日に変更 

粗大ゴミ（予約制）毎週水曜日 �毎月第3“4水曜日に変更 � �毎月第十3木曜日に変更 
（隔月の可燃・不燃の区別はなくなります） 　　　　　●問い合わ � � � 

せ　住民課環境衛生係● �� 

9Cの

心
と
体
の
健
康
相
談

●
と
き
　
2
月
1
9
日
（
水
）

午
後
1
時
0
0
分
～
3
時

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
対
象
　
　
町
内
に
住
ん
で
い
る
人

※
予
約
が
必
要
で
す

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
健
康
対
策
係

百
の
教
育
ロ
ー
ン
一

一
日
相
談
会

●
と
き
　
2
月
1
8
日
（
火
）

午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
役
場
車
庫
棟
2
階

第
5
会
議
室

●
対
象
　
高
校
、
矯
大
、
大
学
、
専
門

学
校
に
入
学
、
在
学
す
る
人
の
保
護
者

●
融
資
額

学
生
一
人
に
つ
き
2
0
0
万
円
以
内

●
返
済
期
間
　
1
0
年
以
内

●
利
率
　
1
・
6
％

〈
固
定
金
利
、
平
成
1
5
年
1
月
1
0
日
現
在
）

●
返
済
方
法

毎
月
元
利
均
等
返
済
、
ボ
ー
ナ
ス
月

増
額
返
済
、
ス
テ
ッ
プ
返
済

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
実
印
、
住
民
票

胎
本
　
（
続
柄
有
）
、
年
収
か
ま
た
は
所

得
を
証
明
す
る
書
類

●
相
談
員
　
国
民
生
活
金
融
公
暁
職
員

●
問
い
合
わ
せ
　
遠
賀
町
商
工
会

℡
　
（
2
9
3
）
　
0
1
6
5

一
住
宅
金
融
公
庫
住
宅
ロ
ー
ン
の

返
済
が
困
難
に
な
っ
た
と
き

不
況
に
よ
る
倒
産
・
リ
ス
ト
ラ
で
の

失
業
や
収
入
減
少
に
よ
り
公
庫
融
資
の

返
済
が
苦
し
く
な
っ
た
場
合
、
返
済
期

間
を
最
長
1
5
年
間
延
長
で
き
る
な
ど
の

特
例
指
値
が
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。

●
と
き
　
平
成
1
4
年
1
2
月
2
4
日
（
火
）
　
～

●
問
い
合
わ
せ

住
宅
金
融
公
庫
福
岡
支
店

℡
0
9
2
　
（
7
2
2
）
　
5
0
1
1

無
料
調
停
相
談
会

●
と
き
　
2
月
2
7
日
（
木
）

午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

●
と
こ
ろ
　
黒
崎
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
メ
イ
ト
黒
崎
6
階
）

●
費
用
　
無
料

●
相
談
担
当
者
　
裁
判
所
の
民
事
及
び

家
事
調
停
委
員

●
相
談
内
容
　
土
地
、
家
屋
、
金
銭
貸

借
、
公
害
、
交
通
事
故
、
離
婚
、
相

続
、
家
庭
問
題
な
ど

●
問
い
合
わ
せ
　
小
倉
調
停
協
会

（
福
岡
地
方
裁
判
所
小
倉
支
郡
内
）

℡
　
（
5
6
1
）
　
3
4
3
1



漢お詫びと訂正看

広報おんが1月10日号の新年のあ

いさつで、食品偽装事件に関連する

業者は数多くありましたが「雪印食

品」の1社のみを挙げており、不適

切な表現となっておりました。関係

する皆様と読者の皆様に心からお詫

びいたしますとともに以下のとおり

訂正いたします。

○広報おんが1月10日昌

2ページ　新年のあいさつ　3－4行目

憲　一を背景に、雪印食品の牛肉

偽装事件や株価の一

正　一を背景に、様々な食品の偽

装事件や株価の～

福岡県最低賃金が
次のとおり変わりました。

1時間　643円
●と　き
平成14年10月1日から

●問い合わせ
福岡労働局労働基準部
℡092（411）4578

今冬の曾命の命の／奮、儒＼／霜、働／今、

『麗顔⑳覿識勤醍妨畝墓
遠賀町の特産品「遠賀の雫」の新酒を酒蔵まで試飲に行きます。

搾りたての地酒を味わってみませんか。

●と　　き　2月23日（日）

午前9時遠賀町役場集合I

●と　ころ　嘉穂町大里酒造　　　　　「

●費　　用　500円　　　　　　　「

●定　　昌　40人（先着順）　　　）

●申し込み　遠賀町青年部活性協議会i

事務局（遠賀町商工会内）
℡（293）0165

駿蒸篭⑳掛物蒔o寄留oジ願繊緋鯉勃韓撼鵬繊細繊細榔鋤

Happy Happy BirthdayL　おたんじょうぴおめでとう
Binhdayi　　　　　　　　　　　．

このコーナーで

は、誕生日を迎える
3歳までのお子さん

を募集しています。
掘減を希望する人は
広報発行日の25日
前までに企画課企画
調整係に連絡してく
ださい。

明るく元気に育ってね。みん

なで見守ってるからね。
スポーツ？方能。食欲旺盛。

シャイアンになるそ。
私、お姉ちゃんになったのよi

でかをせだ迎　無く　と二大　え人

】 

発行福岡醒賀郡遠賀町大字今古賀513番地遠賀町役場企醜（℡093－293－1234）印刷コロニー印刷　の10

ー
ニ
ー
雨
蘭
溺

3
月
1
日
　
（
土
）

午
前
の
部
　
午
前
1
0
時
3
0
分
～
正
午

午
後
の
部
　
午
後
1
時
～
3
時

●
と
こ
ろ

ふ
れ
あ
い
の
里
セ
ン
タ
ー

図
書
コ
ー
ナ
ー

●
費
用
　
1
0
0
円
（
菓
子
付
）

※
ワ
ク
ワ
ク
体
験
コ
ー
ナ
ー
は
無
料
で
す

●
問
い
合
わ
せ

ふ
れ
あ
い
の
里
セ
ン
タ
ー

℡
　
（
2
9
3
）
　
2
0
3
0

お
い
し
い
お
茶
と
お
菓
子
を
味
わ
い
な

が
ら
番
の
ひ
と
と
き
を
優
雑
に
過
ご
し
ま

せ
ん
か
。
自
分
で
お
抹
茶
を
点
て
ら
れ
る

ワ
ク
ワ
ク
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
雛
祭
り

平
成
1
4
年
1
月
2
1
日
生

平
成
1
2
年
2
月
1
3
日
生


